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葉状嚢肉腫（Cystosarcomaphyllodes）の1例
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CYSTOSARCOMA PHYLLODES乱1AMMAE

REPORT OF A CASE 

by 
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From the Kozagawa Hospital, Wakayama Prefecture 
(Chief : SO!CH!RO KINOSHITA M. D.) 

A thirteen-year-old girl was admitted our clinic on Aug. 9th 1958 because 
of rapidly enlarging bilateral painless tumors of the breast. The left mammary 
tumor was larger than the right. 
The left tumor was lobulated and the cut surface presented a mixture of 
firm, white tissue with several cysts. Microscopical examination revealed that 
the left tumor was cystosarcoma phyllodes and the right was五broadenoma
mammae. There was no metastasis in the axillar lymphgland. 
Cystosarcoma phyllodes was first described by JoHANNEs MOLLER in 1838. 
Cysてosarcomaphyllodes is a very rare tumor and it represents today a group 
of tumors such as cys'.:osarcoma mammae proliterum, pearly cystosarcoma phyl-
lodes, proliterous cystosarcoma and giant fibroadenoma etc. (Table 1). 
In the left tumors, microscopically there was a remarkable proliferation of 
interstitial connective tissue, and the hyalinized stroma was seen. 
The right breast macroscopically di妊eredfrom the left entirely. Histological-
ly it was typical fibroadenoma. 

緒 冨

乳腺線維：腺腫はマストパチー，乳癌についで，頻度

の高い乳腺腫湯であり，との線維腺腫の亜型とされて

いる疾患が巨大線維腺腫，あるいは葉状褒肉腫と呼ば

れる疾患である．乙の疾患は極めて稀れで，好発平均

年令40才代といわれている．したがって10才代の少女

に発生したものは殆んど報告されていない．われわれ

は最近13才の少女に発生した巨大な乳腺葉状張肉腫を

経験したので，本疾患の文献的考察をあわせてζ乙に

報告する．

症

愚者：O本O枝 13才

1;1] 

主訴・両側殊l乙左側乳房の無痛性腫大

現病歴：約1年前から両側乳房がよく発育し．最近
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異常に大きくなった様に思う．殊に左側乳房が大きく

腫大し，乳頭が内方に陥入された様lとなって来た．

（図1). 

図1 左乳腺 Cystosarcomaphyllodes 

右乳腺 Fibroadenoma

前病歴： 4才の時腎炎となり発育は障押されてい

家族歴：持記すべきものを認めない．

現症： 1）全身所見体格中等度，顔貌やや蒼臼，

体電 36kg，血圧 110～80mmHg，脈縛 961分整．緊

張良，時々 37.2。C～37.5。Cの発熱あり，叉月経は 1

年半位前から認められる． 2）局所所見：左乳房が

右‘こ較べて下垂し，両側殊l乙左に強い静脈努張を認め

る．左乳房全体力7腫膚として触れ，大きさは大人手書重

大，上内四半分の表面は不平，波動性軟，上下四半分

図2 左側乳腺 H-E染色接写．
乳管ヒ！支の増殖及び分葉形成あり．叉一部蜂mi
織状ともなっているが間質には著明な噌勉をみ
とめられない．不規則な腺腔形成を示す．

は殉性硬で，庄痛あり．膚皮，大胸筋共に癒着は認め

られない．右乳房にも内．外上四半分に全体として鶏

卵大の境界明瞭な腫癒を触れるが．圧痛は認められな

い．両側般禽t乙2～3個小U：大から指頭大のリンパ節
を触れ硬度は弾性硬である．側頚部鎖骨上下簡にはリ

ンパ節を触れない．

検査成績：

赤血球：必5×104, 白血球 9000. ザーリー

88% 

血液像：中性晴好性白血球 67%（梓状5%. 2 

核13%. 3核26%. 4核17%. 5核6%). 

リンパ球28%（小16o/o大12%). 単球 3

%，エオクン晴好性白血球2o/o 

出血時間： 3分40秒

尿所見：正常， P.S.P.試験．正常

肝機能：モイレングラハト黄痘指数 7.5

B.S. P試験 30分 5o/o以下．コバルト反応

九（2).

尚右乳腺の Biopsyを某院でうけ癌であるといわれ

たという．そとでわれわれは一応臨床診断を乳癌とし

て手術を行なったのである．

手術術式：左逆行性乳房切断術

右乳房切断術

鏑出標本：腫癌は全体として大人手祭大であるが．

鳩卵大叉は示指頭大の腫湯が集っており，一部褒麗状

の部分を認める．阪鰐リンパ節は大豆大のものが数個

あった．右側腫癌は被膜で覆われており，実質性の腫

蕩である．

組織学.i!J所見：左側の麗湯は間質結締織が増Y!J'iし，

図3 左側乳腺 H.E.染色接写図21こ同じ．
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図4 左側手L腺 H0E染色×400（図1) 図5 左側乳腺 H•E 染色× 100
間質t乙異型の細胞を認めるが著明ではな小． 乳［賞状の管内憎殖とよく発育した結合織を認め，異

形の上皮細胞と一部硝子様変性を伴なっている．

所々不規則な腺腔形成を示し（図2，図3），上皮細胞 る部分もあるが，間質細胞にはさほど強い悪化は認め

の乳瞬状増殖も認められる（図5）.ζれが他病院で癌 られない（図4). 右側は外見上，左側と異り腫湯は

と診断された原因であろう．全体として葉状の組織像 solidで，組織標本も腺組織及び結合織の均等な増生

を示し所謂 Cystosarcomaphyllodesの像をしてい をみとめられ， 単純な Fibroadenoma pericana-

る（図6，図 7）.また所々結合織の硝子化を示してい liculareの所見で，部位により腺上皮ば梢不整形増生

でダヰ

図6 左側乳腺 H•EX染色100
分葉形成を認める．

図8 11乳腺肉眼標本

き.， .：~I

J会参j
宅；

図7 左側乳腺 H•E 染色 X400 （図6)
異形の上皮細胞i首殖と結合織えの浸潤がある、

図9 左手LI保，.~限標本
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図10 右乳腺 H•E 染色接写
程度の乳管の増殖とよく発達した結合織
には異型の細胞は全く認められない．

の傾向はあるが Cystosarcomaphyllodesという程

ではない（図10.図11).

組織学的診断

左側 Cystosarcomaphyllodes 

右側 Fibroadenomapericanaliculare 

考按

禁状雪量肉腫（Cystosarcomaphyllodes）は特種な

臨床的病浬学的性質を有する乳腺の腫療で，線維腺臨

のー亜型と考えられる．

Cystosarcoma phyllodes :!:: 1，、う名称を用いたのは

Johannes '.¥!Ullcr (1838）であるが，この疾患は Sar-

comとL、う語から連想される様な悪性の腫務では決

してなく，組織学的にSarcoma様の像がみられるので

乙の名称をつけたのである．勿論時には感性で，転移

を来す場合もあるが，かかるものは更に：m性（malig-
nant）と特に但し蓄をつける場合が多いのである．

現在乙の疾患と開設語もしくは関連があると考えら

れる病名は非常に多く， Stewartその他；こよれば第

1表の様j乙移しい数にのぼる．また日本でも乙の疾患

の名称は第2表の係；こまちまちであって，統一されて

いない．

乙の疾恩の発生頻肢はー殺の線維腺！堕lこ較べてはる

かに少なく， Haagensen によれば乳線の線維l腺腫の

2%にすきないという．

わl！λ国では佐藤iま線維腺l盛の14例中 1例i乙本症をt出

めたと報；＇i・lノ，岡本は24例中7f1UIこd、めたとしている

が，梶谷lま癒研究所で手術した349例の1:j::i4W1Jtr・本痕

であったといコ ．

発生年合は一般の線維腺腫より梢高年令iこ好発する

図11 右乳線 E•H ×400 （図8)
軽度の上皮細胞の増殖のみを認める．

というものが多く， Haagensenは50才代が震も多く

平均45.1才， Leeand Pack kは44.6才， Lester等

は44才， Tre、esは40.9才，岡本は 37才，梶谷は

37.8才としている．

Haagensenの最年少例は 15才て・あった．と ζろで

われわれの例は13才で発生年令からみてもま ζとに珍

らしい 1例であるといえる．わが国では永井が13才の

少女に発生した乳腺腺顧の1例を報告しているが．乙

れも本症の範鳴に入るものではないかと考えられる．

フト~j~1"iま多発する事は稀であるとされているが， Mc-

Donald and Harringtonは13例中4例に両側乳房iこ

発生したと1，、う．

元来本症の発育は早いとされている．併し発生当初

からむt般に噌大するものと．数年聞にわたりあまり糟

大せす・，こ，ある時期が来fこときに急に僧大するものと

があるのである．乙の織なものは線維腺腫の間質の肉

腫様噌嫡によって，Cystosarcomaphyllodesに移行

するものと考えられる．本例も右側は線維腺睡であっ

たが，将来或いは Cystosarcomaphyllodes に移行

し得たかも知れない．

Cy~ tosarcoma phyllodesの組織像は，一見れ内性

線維l践腫が駒大したl設な，所詞皇室状の像を示すので，

ζのぞ，があると考えられるが．第1表のよう た多数の

表現があるζとから分る紘こ，非常＼乙、ariation：こ富

んだMl織［象を示す

即ち間質細胞の異型像が強く肉腫様；こなったり核分

裂も毘られる反面，硝子隊変性または粘液瞳様の組織

像を示す場合もある．そしてまた上皮細1胞の増殖が著

明で所詞 Carcinosarcomaの所見を認めることもあ

る．更に血管の浸入の強い場合や軟骨化生の認められ
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る場合もあるといわれる．

内皮細胞腫（Endotheliorna）とまぎらわしい組織

像を示す場合もある．われわれの症例L 上皮の乳I務

状増殖が著明な部分があったので，他病院で乳癌と診

断されたのであろう．

一般に本症は巨大江ものでも転移は少ないとされて

いる．併し勿論本症が真に悪性化した場合はリンパ節

転移や肺転位のおこる事も報告されている．われわれ

の症例は液筒リンパ節の転位が認められなかったので

良性のものと考えられるが，年令が非常lと十万いので将

来予後を観察したいと考えている．

第 1 表（Table1) 

1) Adenocystosarcorna 

2) Adenorna pseudosarcornatoclcs 

3) Adenornyxorna (Wilrns) 

4) Adenosarcorna 

5) Alveolar sarcoma 

6) Angioectatic sarcoma 

7) Brodies serocystic d問 aseof breast 

8) Brodies tumor 
9) Cystosarcorna phyllodes 

10) Carcinosarcorna 

11) Cellular hydatids (Cooper) 

12) Composite cystoids 
13) Cystoadenorna phyllodes 

14) Cystoadenosarcorna 
15) Cystofibrorna papillare 
16) Cystorna papilliferurn 
17) Cystosarcorna 
18) Cystosarcorna arborescens 
19) Cystosarcorna intracanaliculare 
20) Cystosarcorna papillare 
21) Cystosarcorna poliposurn intracanliculare 
22) Cystosarcorna proliferurn 

23) Fibroadenorna intracanaliculare 
五brornatosurn 

24) Fibroadenorna intracanaliculare 
sarcoma todes xan torna todes 

25) Fibroadenorna phyllo巾s(benign) 
(malignant) 

26) Fibrocystoaclenorna intracanaliculare 
27) Fibrornyxoma intracanaliculare 
obliterans 

28) Fibrosarcorna 

29) Geratinous cystosarcorna 
30) Giant fibroadenorna 
31) Giant intracanaliculare 
fibroadenomyxorna 

32) Giant intracanaliculare rnyx.oma 
of the breast 

33) Giant mammary myxoma 

34) Glandular proliferous cysts 

35) Indigenous sarcoma 
36) ir racan 山 ilarmyxoma (Virchow) 

37) In川tracanalicularsarcoma 
38) Malignat fibroadenoma 
39) Miniature cystosarcoma phyllodes 
40) Mixed tumor of the breast 

41) Mutation tumor 
42) Pearly cystosarcoma phyllodes 

43) Periductal sarcoma 

44) Pseudosarcoma 

45) Serocystic sarcoma 
46) Simple cystosarcoma 
47) Tuberous cystic tumor of the breast 
48) Proliferous cystosarcoma 

第 2 表

1.分禁状裂状腺腫 2.巨大線維腺腫
3.粘液線維腺腫 4.獲胞葉状肉腫
5.褒状線維肉腫 6.裂状線題性粘液線維腫
7.葉状型線維腺腫 8.葉状褒肉腫

9.葉状嚢胞肉腫 10.葉状線維肉腫

11.葉状獲腫性腺腫

結 三室
ロロ

13才の少女に発生した両側乳腺腫湯で，左側は Cys-

tosarcoma phyllodes，右側は Fibroadenomaで

あった 1例を報告し，あわせて多少文献的考察を加え

た．

種々御教示御舟導をいただきました京都大学僧回強

三講師に厚く御礼申し上げます．
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